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ビックデータの管理分析における企業経営は、自動化とともに、高い生産性と効率性におけ

る企業の利益性の拡大を与え、市場におけるコアコンピタンスの形成とともに、企業の安定

した確立を与える。 

 

これらにおいて徹底的な企業のスリム化とシンプル化を求めることは、原価マネージメン

トの徹底とともに、企業がはるかに高いコスト効率性と優位性を実現できるものである。 

 

これらとともに企業システムにおける IT 環境の構築は個別データを詳細まで管理すること

で、高い顧客マネージメントとサポートを提案できるものである。 

 

これらが製品開発とともに、次世代技術への転換を有することは企業がグローバル市場と

基準においてその優位性を確立できるものである。 

 

これらにおいてコーポレートガバナンスは、高い企業倫理性の確立を与えるものであり、サ

ーキュラーエコノミーやゼロエミッションにおける企業系の実現を与えるものである。ま

た CSR における社会への責任と参加なども等しい。 

 

これらがはるかに効率化した、シンプル化した企業の根幹システムであり、その高い効率性

とコスト基準ははるかに大きな利益環境を企業に対して与えるものである。 

 

これら企業の根幹性は、経営における高い意識と理解において企業のはるかに大きな飛躍

の実現を可能とできるのである。 

 

これらは時代性における企業の根幹性における新たな企業システムであり、生産性や効率

性の向上が与える高い利益性は、企業のキャッシュフローの改善とともに、企業がその新た

な開発環境とともに時代への参加を許容されるものである。 

 

これらが、ROI において大きな効率性を有することはそれら企業のシフトが大幅な企業環

境の向上を提案できるものであることを表すのである。 


